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21 年 度 補 正 予 算21 年 度 補 正 予 算21 年 度 補 正 予 算

問  

行
政
放
送
デ
ジ
タ
ル
化

備
品
購
入
費
は
Z
T
V
に
対

し
て
日
高
町
の
単
独
分
か
。

総
務
政
策
課
長　

ア
ナ
ロ
グ

放
送
を
デ
ジ
タ
ル
に
対
応
す

る
よ
う
備
品
を
購
入
す
る
も

の
で
、
日
高
町
分
で
あ
る
。

　

今
回
地
域
情
報
通
信
基
盤

整
備
促
進
交
付
金
の
対
象
と

な
っ
た
の
で
予
算
計
上
を
し

た
。

問  

内
原
保
育
所
改
修
設
計

委
託
料
、
ど
の
よ
う
な
改
修

を
す
る
の
か
。

住
民
福
祉
課
長  

教
室
へ
入

る
ド
ア
と
、
遊
戯
室
の
雨
漏

り
の
改
修
で
あ
る
。

問  

和
歌
山
県
緊
急
雇
用
創

出
事
業
臨
時
特
例
基
金
を
活

用
し
て
行
う
西
川
環
境
保
全

事
業
と
は
。

産
業
建
設
課
長　

業
者
に
委

託
し
、
そ
の
業
者
が
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
人
夫
を
雇

用
す
る
も
の
で
、
4
人
1
組

で
作
業
す
る
場
合
、
3
人
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
募
集
し
て
、

75
％
以
上
を
新
規
雇
用
す
る

事
業
で
あ
る
。

一 

般 

会 
計

既
定
の
予
算
額
に
4
4
2
1
万
8
千
円
を
追
加
し
、
総
額
36

億
6
2
1
4
万
6
千
円
と
す
る
。

行
政
放
送
デ
ジ
タ
ル
化
備
品
購
入
費　

2
7
7
5
万
4
千
円

内
原
保
育
所
改
修
設
計
委
託
料　
　
　
　

4
1
6
万
円

小
規
模
土
地
改
良
事
業
費　
　
　
　
　
　

3
1
0
万
円

阿
尾
湿
地
環
境
保
全
事
業
委
託
料　
　
　

3
6
1
万
7
千
円

西
川
環
境
保
全
事
業
委
託
料　
　
　
　
　

3
1
0
万
4
千
円

農
地
、
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費　
　
　

5
2
5
万
7
千
円
等

　
主
な
補
正
内
容

西川環境保全事業で伐採  （内原小学校西）

平
成
21
年
第
4
回
定
例
会
は
、
12
月
16
日
か
ら
22
日
ま
で

の
7
日
間
の
会
期
で
開
催
し
た
。

今
回
の
定
例
会
に
は
、
議
案
10
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審

議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。
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第
4
回
臨
時
会

第
4
回
臨
時
会

問  

同
じ
く
阿
尾
湿
地
環
境

整
備
事
業
の
内
容
は
。

産
業
建
設
課
長　

幅
5
m
で

草
木
を
伐
採
し
て
、
同
時
に

不
法
投
棄
の
ゴ
ミ
等
も
撤
去

し
、
周
回
で
き
る
よ
う
に
す

る
計
画
で
あ
る
。

問　

そ
の
後
の
計
画
は
。

産
業
建
設
課
長  

第
1
種
自

然
公
園
の
た
め
、
県
に
対
し

て
公
園
の
整
備
を
要
望
し
て

い
る
。

問  

今
回
の
農
地
2
件
、
農

業
用
施
設
2
件
の
災
害
復
旧

は
年
度
内
の
完
成
見
込
み
か
。

産
業
建
設
課
長   

い
ず
れ
も

年
度
内
完
成
を
考
え
て
い

る
。

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
。

6
月
期
末
手
当
0
・
15
ヶ
月
分
、
12
月
期
末
手
当
0
・
1

ヶ
月
分
を
減
額
し
、
議
員
全
体
で
69
万
2
5
0
円
の
減
額
と

な
る
条
例
改
正
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
民
間
給
与
と
の
格
差
を
是
正
す
る

た
め
、
給
料
等
の
引
き
下
げ
や
、
期
末
勤
勉
手
当
の
支
給
月

数
の
引
き
下
げ
、
職
員
全
体
の
給
料
で
18
万
5
3
0
4
円
、

期
末
勤
勉
手
当
で
5
4
1
万
8
9
6
円
を
減
額
す
る
条
例
改

正
。反

対
討
論                    

西
岡
佳
奈
子
議
員

人
事
院
は
政
府
に
添
っ
た
勧
告
で
あ
り
、
デ
フ
レ
ス
パ
イ

ラ
ル
と
言
わ
れ
る
中
で
、
購
買
意
欲
、
購
買
能
力
が
失
わ
れ
、

経
済
が
一
層
停
滞
し
て
い
く
と
の
観
点
か
ら
反
対
す
る
。

下
水
道
事
業

既
定
の
予
算
額
に
1
1
6

4
万
6
千
円
を
追
加
し
、
総

額
6
億
1
4
8
5
万
6
千
円

と
す
る
。

主
な
補
正
内
容

公
用
車
購
入
費
1
8
0
万

6
千
円
、
浄
化
槽
設
置
基
数

の
増
で
9
3
2
万
3
千
円
等
。

問  

設
置
基
数
と
そ
の
分
担

金
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

上
下
水
道
課
長  

設
置
数
は

10
基
で
、
分
担
金
は
既
に
納

入
済
み
で
あ
る
。

特 

別 

会 

計

発  

議

条 

例 

改 

正

一 

般 

会 

計

緊急雇用創出事業で草刈り（阿尾不毛）

平
成
21
年
第
4
回
臨
時
議
会
は
11
月
27
日
に
開
催
し
た
。

こ
の
臨
時
議
会
に
は
発
議
1
件
、
議
案
2
件
が
提
案
さ
れ
慎
重
審
議

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

第
4
回
臨
時
会

既
定
の
予
算
額
に
2

7
6
1
万
1
千
円
を
追

加
し
、
総
額
36
億
1
7

9
2
万
8
千
円
と
す
る
。

主
な
補
正
内
容

　

用
地
購
入
費
（
博
愛
園
み

ち
し
お
）
6
9
2
万
1
千
円
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接

種
給
付
金
2
0
6
9
万
円
。

問  

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
対
象
者
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

住
民
福
祉
課
長　

全
町
民
7

7
7
2
人
が
2
回
接
種
す
る

と
し
て
予
算
計
上
し
て
い
る
。
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見
か
け
る
が
把
握
し
て
い
る

の
か
。

問　

全
国
的
に
夜
間
の
通
行

中
、
女
子
・
生
徒
・
学
生
を

狙
っ
た
不
審
者

に
よ
る
凶
悪
な

犯
罪
が
多
発
し

て
い
る
。

町
や
、
地
域

・
住
民
が
自
ら

意
識
を
持
ち
、

犯
罪
を
発
生
さ

せ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大

事
だ
。

防
犯
灯
は
、

交
通
事
故
ま
た

は
犯
罪
防
止
の

抑
止
力
の
効
果

が
あ
り
、
普
段

の
生
活
に
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

町
内
の
幹
線

道
路
の
防
犯
灯

が
何
箇
所
か
切

れ
、
ず
っ
と
放

置
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
を
多
々

副
町
長　

町
管
理
の
防
犯
灯

は
、
主
に
県
道
沿
い
と
区
の

松
本
　
秀
司
　
議
員

集
落
か
ら
外
れ
た
通
学
路
と

な
っ
て
い
る
。

県
道
沿
い
の
防
犯
灯
が
切

れ
た
場
合
は
、
区
長
さ
ん
に

連
絡
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　

以
前
に
都
会
か
ら
当
町

に
嫁
い
で
来
ら
れ
た
方
か
ら
、

「
日
高
町
の
道
路
は
ど
う
し

て
暗
い
の
か
、
不
便
な
こ
と

は
な
い
の
か
」
と
聞
か
れ
た

こ
と
が
あ
る
。

設
置
箇
所
と
隣
の
箇
所
が

離
れ
す
ぎ
て
い
て
、
暗
い
と

こ
ろ
が
相
当
あ
る
が
。

総
務
政
策
課
長  

今
後
、
設

置
に
向
け
て
対
処
し
た
い
。

問  

町
道
高
家
下
志
賀
線
の

内
原
東
下
水
処
理
場
付
近
か

ら
下
志
賀
交
差
点
ま
で
の
約

1
㎞
の
間
、
全
く
防
犯
灯
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

道
路
が
改
修
さ
れ
、
住
民

も
非
常
に
喜
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
町
内
外
の
交

通
量
も
増
え
、
心
配
な
面
も

あ
る
。

特
に
橋
の
上
の
道
路
の
状

況
が
全
く
見
え
な
い
の
で
、

夜
間
に
車
1
台
停
ま
っ
て
い

る
と
、
不
気
味
だ
。

ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
を
終
え

た
子
供
達
が
よ
く
通
っ
た
り
、

散
歩
さ
れ
る
方
を
最
近
多
く

見
か
け
る
。

早
急
に
防
犯
灯
を
設
置
す

べ
き
だ
と
思
う
が
。

副
町
長  

関
係
区
や
教
育
委

員
会
か
ら
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
今
後
、

関
係
者
と
調
整
し
、
農
地
所

有
者
の
同
意
が
得
ら
れ
た
ら
、

早
急
に
対
処
し
た
い
。

問　

県
道
等
の
主
要
幹
線
道

の
維
持
管
理
は
町
が
行
う
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

各
地
区
に
ま
た
が
る
町
道

高
家
下
志
賀
線
に
つ
い
て
は
、

通
行
量
も
多
く
、
町
内
外
の

人
々
が
使
用
す
る
道
路
で
も

あ
り
、
町
で
維
持
管
理
を
し

て
い
く
べ
き
と
思
う
が
。

総
務
政
策
課
長  

町
長
か
ら
、

子
供
の
危
険
が
あ
る
の
で
、

早
急
に
対
処
せ
よ
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

暗い道路　（町道高家下志賀線）
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問　

全
国
的
に
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
続
き
、

当
町
で
も
小
中
学
校
で
の
学

級
閉
鎖
が
あ
い
つ
い
で
い
る
。

現
在
ま
で
の
状
況
、
ま
た
、

今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必

要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　

12
月
14
日
現
在
、

小
中
学
校
全
体
で
7
2
0
名

中
2
2
9
名
、
31
・
8
％
の

児
童
生
徒
が
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
り
患
し
、
学
校
を

欠
席
し
た
。

ま
た
、
各
小
中
学
校
で
、

学
級
・
学
年
閉
鎖
や
志
賀
小

学
校
で
学
校
閉
鎖
を
お
こ
な

っ
た
。

今
後
、
家
庭
・
学
校
に
お

い
て
の
手
洗
い
、
う
が
い
、

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
の
履
行
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
感
染
防

止
に
努
め
て
い
き
た
い
。

授
業
時
間
数
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
・
各
学
年

の
状
況
に
応
じ

て
平
日
に
補
充

授
業
を
お
こ
な

っ
た
り
、
学
校

行
事
を
削
る
等

に
よ
り
対
応
し

て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問　

こ
れ
ま
で

の
欠
席
者
の
割

合
が
31
・
8
％

で
あ
り
、
予
防

接
種
も
か
な
り

進
ん
で
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、

免
疫
が
で
き
て

き
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

今
後
、
流
行

が
治
ま
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

し
か
し
、
こ

れ
か
ら
気
温
が

下
が
り
乾
燥
が
続
く
中
で
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が

ま
だ
ど
う
な
っ
て
い
く
か
わ

か
ら
な
い
。

児
童
・
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
も
い
ろ

ん
な
面
で
の
周
知
と
い
う
の

が
必
要
に
な
る
と
思
う
が
。

教
育
長　

今
ま
で
に
も
閉
鎖

し
た
場
合
な
ど
、
必
ず
保
護

問　

民
主
党
政
権
に
よ
る
事

業
仕
分
け
の
影
響
は
。

副
町
長　

中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
事
務
費
、
森
林

整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

な
ど
あ
る
が
、
大
き
な
影
響

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
が
見

直
し
と
い
う
判
定
に
な
っ
た

こ
と
は
誠
に
残
念
。

減
額
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
多
大
の
影
響
が
あ
る
と

危
惧
し
て
い
る
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
関
係

で
は
、
子
ど
も
の
読
書
活
動

推
進
事
業
、
英
語
教
育
活
動

総
合
プ
ラ
ン
、
お
よ
び
学
校

I
C
T
活
用
推
進
事
業
が
廃

止
と
な
っ
て
い
る
。

者
に
お
知
ら
せ
し
、
手
洗
い
、

う
が
い
や
外
出
を
控
え
る
よ

う
に
と
い
う
お
願
い
を
し
て

い
る
。

ま
た
、
い
ろ
ん
な
情
報
を

学
校
か
ら
出
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
情
報
発
信
し

て
い
き
た
い
。

学
校
図
書
の
整
備
、
小
学

校
で
の
外
国
語
活
動
、
今
後

の
電
子
黒
板
の
整
備
充
実
な

ど
に
影
響
が
出
る
と
考
え
ら

れ
る
。

問  

現
時
点
で
民
主
党
政
権

に
よ
る
来
年
度
の
予
算
が
、

す
べ
て
事
業
仕
分
け
に
基
づ

い
て
編
成
さ
れ
る
か
ど
う
か

不
透
明
で
あ
る
。

今
の
地
方
の
状
況
を
十
分

政
府
に
理
解
し
て
も
ら
い
、

地
方
の
財
政
確
保
を
求
め
る

意
見
を
あ
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。

副
町
長  

町
長
と
も
相
談
し
、

対
処
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

インフルエンザに負けずに !!

西岡　佳奈子　議員
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清
水
　
正
巳
　
議
員

問　

避
難
行
動
要
支
援
者
登

録
制
度
の
案
内
を
全
戸
配
付

し
た
が
、
「
希
望
者
の
み
登

録
し
ま
す
」
に
な
っ
て
お
り
、

し
か
も
登
録
の
お
世
話
は
地

区
の
民
生
委
員
に
依
頼
す
る

事
に
な
っ
て
い
る
。

個
人
情
報
保
護
の
事
が
あ

る
が
、
こ
の
方
法
で
は
希
望

者
が
少
な
く
、
災
害
発
生
時

の
名
簿
活
用
を
考
え
た
と
き
、

あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
。

民
生
委
員
さ
ん
だ
け
に
頼

ら
ず
、
消
防
団
・
自
主
防
災

組
織
・
区
が
名
簿
作
成
及
び

情
報
の
共
有
に
あ
た
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
。

又
、
対
象
者
は
何
名
程
度

か
。

副
町
長　

ご
指
摘
は
最
良
の

方
法
で
あ
る
が
、
個
人
情
報

保
護
法
の
壁
が
あ
り
苦
慮
し

て
い
る
。

地
区
が
中
心
に
な
っ
て
、

声
を
か
け
る
の
で
あ
れ
ば
問

題
な
い
と
考
え
る
。

対
象
者
は
75
才
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
方
が
1
6
0
人
、

75
才
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

が
1
2
0
世
帯
2
4
0
人
、

介
護
認
定
や
障
が
い
の
あ
る

方
が
2
6
3
人
程
度
、
合
計

6
6
3
人
程
度
い
る
。

問  

高
齢
化
社
会
が
進
み
、

災
害
弱
者
が
増
え
る
中
、
各

地
で
大
き
な
災
害
が
発
生
し

て
お
り
、
犠
牲
者
の
大
半
が

65
才
以
上
の
方
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
は
要
支
援
者
を
特

定
し
「
避
難
行
動
要
支
援
者

登
録
台
帳
」
を
早
く
作
成
し
、

災
害
発
生
時
に
活
用
出
来
る

よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。

日
高
町
で
は
何
一
つ
民
生

委
員
さ
ん
に
情
報
を
渡
し
て

い
な
い
、
国
は
明
ら
か
に
本

人
の
利
益
に
な
る
こ
と
で
あ

れ
ば
問
題
な
い
と
言
う
見
解

を
示
し
て
い
る
が
。

又
、
い
つ
ま
で
に
完
成
し
、

完
成
し
た
暁
に
は
ど
こ
で
保

管
す
る
予
定
か
。

住
民
福
祉
課
長  

情
報
の
件

に
つ
い
て
は
今
後
上
司
と
相

談
し
な
が
ら
再
検
討
す
る
。

完
成
は
県
の
指
導
で
は
22

年
度
中
に
と
な
っ
て
お
り
、

保
管
は
役
場
の
方
で
と
考
え

て
い
る
。

問  

役
場
で
保
管
し
て
も
地

区
で
は
使
え
な
い
。

区
長
・
民
生
委
員
さ
ん
に

も
お
ろ
し
、
情
報
共
有
出
来

る
体
制
を
採
っ
て
頂
き
た
い
。

問 

21
年

の
夏
は
、

受
け
入
れ

団
体
が
見

つ
か
ら
ず
、

急
き
ょ
議

員
有
志
で

の
開
設
と

な
っ
た
。

遅
く
な

り
ま
し
た

が
、
事
故

も
な
く
無

事
終
わ
っ

た
事
、
又
、

開
設
に
は

多
く
の
皆

様
の
応
援

を
頂
い
た

こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し

て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

町
に
海
水
浴
場
以
外
に
特

別
な
観
光
資
源
の
な
い
中
、

期
間
中
4
4
5
0
台
の
車
、

約
2
万
人
が
産
湯
海
水
浴
場

に
見
え
ら
れ
た
。

そ
ん
な
中
11
月
に
は
来
年

は
町
が
運
営
す
る
こ
と
の
方

針
が
発
表
さ
れ
た
。

21
年
の
夏
、
実
際
に
経
験

し
て
み
た
感
じ
で
は
、
運
営

は
町
内
各
種
団
体
に
よ
る
、

第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
の
運

営
が
一
番
い
い
の
で
は
と
感

じ
る
が
。

21
年
は
シ
ー
ズ
ン
に
間
に

合
わ
な
か
っ
た
事
も
あ
り
、

早
め
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
の
と
、
同
時
に
運
営
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
お
聞
き
し

た
い
。

副
町
長  

産
湯
海
水
浴
場
は

観
光
の
一
つ
の
柱
で
あ
り

「
何
と
か
残
し
て
お
き
た

い
」
と
考
え
て
い
る
。

町
で
開
設
・
運
営
と
考
え

て
い
る
が
、
形
態
・
方
法
に

つ
い
て
担
当
課
で
検
討
中
で

あ
り
、
ま
だ
申
し
あ
げ
る
段

階
で
は
な
い
。

出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に

方
向
性
を
出
し
て
い
き
た
い
。

問  

4
月
頃
ま
で
に
決
め
な

い
と
シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合
わ

な
い
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て

検
討
し
て
頂
き
た
い
。

副
町
長  

早
急
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

この看板を目印に
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委
員
会
は
、
保
育
所
の
運

営
を
業
務
委
託
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
3
回
の
委
員
会
を

も
ち
、
協
議
し
て
き
た
。

そ
の
中
で
、
決
議
文
に
も

あ
る
よ
う
に
2
系
統
と
な
る

指
揮
命
令
の
問
題
や
業
務
委

託
に
よ
る
将
来
の
保
育
の
在

り
方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の

考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、
納

得
の
で
き
る
答
え
で
は
な
い

こ
と
。

ま
た
、
増
大
す
る
費
用
等

に
つ
い
て
の
不
信
感
、
現
時

点
で
の
契
約
内
容
に
つ
い
て

も
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
な

ど
、
各
委
員
の
一
致
し
た
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
将

来
の
保
育
そ
の
も
の
を
見
据

え
て
、
再
検
討
す
る
よ
う
に

決
議
案
を
提
案
し
た
。

10
名
（
議
長
を
除
く
）
で

の
採
決
の
結
果
、
9
対
1
の

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
御
坊
〜
南
紀

田
辺
間
の
4
車
線
化
事
業
が
、
補
正
予

算
の
見
直
し
に
よ
り
、
執
行
停
止
さ
れ

た
こ
と
は
、
早
期
実
現
を
待
望
し
て
き

た
当
町
に
と
っ
て
、
憤
り
を
禁
じ
得
な

い
も
の
が
あ
る
。

半
島
地
域
に
位
置
し
、
幹
線
道
路
整

備
が
著
し
く
立
ち
遅
れ
た
和
歌
山
県
に

と
っ
て
4
車
線
化
の
早
期
実
現
は
町
民

の
悲
願
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

和
歌
山
県
議
会
で
も
、
本
事
業
の
必

要
性
、
緊
急
性
及
び
地
元
の
期
待
の
大

き
さ
に
鑑
み
県
負
担
分
の
補
正
予
算
を

全
会
一
致
で
可
決
し
、
着
工
に
向
け
準

備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

よ
っ
て
左
記
に
つ
い
て
強
く
要
望
す

る

記

1
．
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
御
坊
〜

南
紀
田
辺
間
の
4
車
線
化
事
業
を
速
や

か
に
事
業
着
手
す
る
こ
と
。

右
記
の
意
見
書
を
、
全
議
員
の
賛
成

で
国
に
送
っ
た
。

決
議
案　

可
決

日高町立保育所の運営方法を再検討することを求める決議

町は、新年度から町内3保育所のうち志賀保育所の運営を
業務委託の方向で実施しようと計画しています。

このような方法を取り入れることは、同じ町立の保育所で
ありながら、各保育所において運営方法が異なり様々な弊害
が起こることが懸念されることや、指揮命令系統が二分化さ
れることが心配されることとなる。

これについては、比井保育所の給食部門の業務委託につい
ても同様に懸念される部分である。保護者は子供の食の安全
・安心に常に神経を使っており、例えばアレルギー体質等の
子供を持つ親は、その日の献立や体調の変化について保育所
に連絡すると思われるが、そのことを園長等から、指揮命令
権の異なる調理師へ献立の注意や指図が、どのような取り扱
いになるのか不安のあるところである。

また予算面についても、以前に町が直接臨時雇用したとき
と比較すると、0歳児や1歳児保育の拡大など、サービスの向
上を差し引いても増大している状況にある。

さらに、雇用問題が深刻化しているときにこそ、役場が事
業所としての役割を担うとの考えで、町が直接雇用すること
に大きな意味合いがあるのではとも考える。

また、委託契約等の内容、異なる指揮命令下の運営等につ
いても、説明不足であることは否めないこともあり、再度説
明を求めるとともに、保育所の運営方法について早急に再検
討するよう求めるものである。

平成21年12月22日
日高町議会

高
速
・
御
坊
〜
田
辺
間

　
4
車
線
化
事
業
着
手
を

意
見
書

意
見
書
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当
委
員
会
は
、
去
る
9
月

25
日
、
26
日
に
、
長
崎
県
五

島
市
を
訪
れ
、
五
島
栽
培
漁

業
セ
ン
タ
ー
に
て
、
「
ク
エ

な
ど
の
種
苗
生
産
技
術
等
に

つ
い
て
」
調
査
研
究
を
行
っ

た
。セ

ン
タ
ー
で
は
、
年
間

10
万
尾
レ
ベ
ル
以
上
の
ク
エ

稚
魚
生
産
が
可
能
で
あ
り
、

一
部
は
日
高
町
に
も
譲
っ
て

も
ら
っ
て
放
流
し
て
い

る
。し

か
し
、
ク
エ
自
体
、

元
々
、
漁
業
生
物
学
的

知
見
は
乏
し
く
、
謎
に

包
ま
れ
て
い
る
事
か
ら
、
セ

ン
タ
ー
で
は
ク
エ
の
生
態
と

放
流
効
果
調
査
も
は
じ
め
て

お
り
、
最
近
で
は
一
旦
、
棲す

み
場ば

に
定
着
し
た
ク
エ
放
流

魚
は
か
な
り
高
い
割
合
で
生

き
残
り
、
そ
の
場
で
漁
獲
さ

れ
続
け
る
事
が
分
か
っ
て
き

た
そ
う
で
あ
る
。

当
町
も
放
流
稚
魚
の
捕
獲

調
査
が
進
め
ば
、安
定
的
に

資
源
の
確

保
が
可
能

で
あ
る
と

感
じ
た
。

翌
日
は

「
ク
エ
漁

業
の
持
続

的
発
展
と

栽
培
漁
業

セ
ミ
ナ
ー
」

（
あ
ら
サ

ミ
ッ
ト
）

が
開
催
さ

れ
、
更
に

詳
し
く
ク

エ
漁
に
つ

い
て
聞
く

こ
と
が
で

き
た
。

長
崎
県
で
は
「
あ
ら
」
と

呼
ば
れ
、
地
域
経
済
を
支
え

る
貴
重
な
漁
業
資
源
と
な
っ

て
い
る
が
、
近
年
全
般
的
な

魚
価
安
の
中
、
一
尾
が
数
万

円
で
売
れ
る
ク
エ
を
ね
ら
っ

て
「
ク
エ
・
ハ
エ
縄
漁
」
へ

の
新
規
参
入
が
増
え
、
ク
エ

の
漁
獲
が
増
え
て
い
る
。

し
か
し
、
今
後
は
乱
獲
を

防
ぐ
こ
と
や
、
ク
エ
の
資
源

の
持
続
的
利
用
を
図
る
た
め

の
体
制
作
り
が
必
要
で
あ
る

と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。

ク
エ
は
、
太
平
洋
沿
岸
で

は
、
和
歌
山
県
が
ほ
ぼ
北
限

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

ま
た
、
去
る
11
月
24
日
に

「
鳥
獣
害
に
よ
る
被
害
の
現

状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
」
調
査
研
究
し
た
。

町
内
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
り
、

サ
ル
と
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
を

受
け
て
お
り
、
主
に
水
稲
、

み
か
ん
類
で
被
害
額
は
年
間

1
6
5
0
万
円
程
度
に
達
し

て
い
る
。

こ
の
金
額
の
中
で
水
稲
に

つ
い
て
は
、
3
割
以
上
の
被

害
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
り
、

被
害
実
態
は
相
当
大
き
い
の

で
は
と
感
じ
た
。

平
成
20
年
度
の
イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
数
を
み
る
と
、
狩
猟

期
間
中
は
1
4
6
頭
、
有
害

期
間
中
で
1
2
0
頭
と
か
な

り
の
数
で
獲
っ
て
い
る
が
、

依
然
増
加
傾
向
に
あ
る
。 

　

特
に
サ
ル
は
大
群
が
お
り
、

防
止
対
策
等
に
つ
い
て
は
、

有
効
な
手
段
が
な
い
た
め
、

農
業
従
事
者
の
生
産
意
欲
の

低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

町
・
県
と
も
、
電
気
柵
、

ト
タ
ン
柵
等
の
補
助
事
業
を

実
施
し
て
い
る
が
十
分
活
用

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
も
感

じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
遊
休

農
地
等
の
管
理
も
含
め
、
地

区
毎
の
防
止
対
策
説
明
会
を

積
極
的
に
開
催
す
る
よ
う
要

望
し
た
。

この広報紙は再生紙を使用しています。

五島栽培漁業センターにて

イノシシの捕獲オリ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
春
を

迎
え
ら
れ
た
事
と
、
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
以
来
、
経
済
に
あ

っ
て
は
厳
し
い
不
況
、
加

え
て
デ
フ
レ
状
況
に
あ
り
、

又
、
政
治
経
済
に
お
い
て

は
政
権
交
代
と
激
動
の
中

に
あ
り
ま
す
。

い
つ
の
時
代
に
お
い
て

も
地
域
の
繁
栄
は
英
知
と

努
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。小

さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と

光
る
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
言
え
る
町
づ
く
り
の
た

め
、
総
力
を
あ
げ
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

今
後
と
も
よ
り
一
層
の

ご
支
援
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

楠　

新
一


